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最先端学術情報基盤(CSI)の実現に向けて̶大学とNIIの連携による推進最先端学術情報基盤(CSI)の実現に向けて̶大学とNIIの連携による推進

最先端学術情報基盤の確立をめざして

国
際
貢
献・連
携

産
業・社
会
貢
献

最先端学術情報基盤
（CSI:サイバー・サイエンス・インフラストラクチャ）

最先端学術情報基盤
（CSI:サイバー・サイエンス・インフラストラクチャ）

人材育成及び
推進体制の整備
(推進組織・
人材確保等)

大学・研究機関の
研究リソース整備・研究成果等の発信

学術情報ネットワーク（SINET3）の整備・運用

大学・研究機関としての
認証システムの開発と実用化

連携ソフトウェアとしての研究グリッドの実用展開

学術コンテンツの確保・発信システム

バーチャル研究組織/
ライブコラボレーションの

育成・支援

図書館連携作業部会

学 術
コンテンツ

学術コンテンツ・ポータルの開設
多様な学術情報への一元的なアクセス

国内論文の電子化・
電子ジャーナルアーカイブ導入

学術研究に不可欠な
620万論文の提供

学術機関リポジトリ構築・連携支援
大学からの情報発信を

強力にサポート

学術情報
ネットワーク
 全国の大学等を結び、
研究・ 教育活動を支援し、

学術情報の流通促進を図るため、
先端的なネットワーク
（SINET3）を
 提供しています。

高信頼化・高速化
複数ループで構成される
最大40ギガビット/秒の基幹回線

利用者重視のサービス提供
最先端の学術研究の動向に対応した
多様なネットワークサービスを提供

国際接続を強化
国際学術情報ネットワークの
アジア・コアを担う

SINET3（2007.4～）
世界最高レベルの
学術情報ネットワークの運用を開始

CSI推進のための
学術コミュニティの連携体制

CSI推進のための
学術コミュニティの連携体制

関連機関学協会

大学・研究機関大学・研究機関 国立情報学研究所国立情報学研究所

学術情報ネットワーク運営・連携本部

学術コンテンツ運営・連携本部

認証作業部会

グリッド作業部会

国立大学法人等における
情報セキュリティポリシー策定作業部会

ネットワーク作業部会

大学等の学術コミュニティと
連携し、研究・教育に必要な
学術コンテンツの確保と
発信を支えるため、次世代学術
コンテンツ基盤の構築を

進めています。



大学

機関リポジトリの構築機関リポジトリの構築支援

学術コンテンツ発信

利用者

国立情報学研究所では、次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業
のもと、これまでの学術コンテンツ関連事業の成果を継承、拡充す
ることを目標にしています。
大学からの情報発信力の強化及び整備に資するために、各大学に
おける機関リポジトリの構築を支援し、連携を推進しています。

学術コンテンツ形成

A大学 機関リポジトリ B大学 機関リポジトリ C大学 機関リポジトリ

Webcat Plus

CiNii
学会誌論文
紀要論文

KAKEN

学会誌発表
論文
紀要論文

科研費
報告書

図書・雑誌
総合目録

学術機関リポジトリは
学術コミュニケーションの
未来を支える。

学術機関リポジトリに関する先端的研究開発

連携

協力協力
教育研究活動
図書・雑誌
学術論文・学位論文・紀要論文
研究プロジェクト報告書

教材
文化財データ　等...

サイエンスデータベース
知財(特許、ソフトウェア)

コミュニティの
活性化（DRF） リンク・リゾルバ対応 業績DBとの連携 著作権ポリシー共有・公開 学術機関リポジトリ

システムの開発
機関内学術情報の
総合検索 多様なメタデータの交換

学術機関リポジトリ
評価システム

教育支援のための
総合検索システム

研究者コミュニティ
創出支援 電子出版システムの開発 典拠ディレクトリの開発 オープンソースの

活用と普及 主題ナビゲーション

■現在、我が国の大学には、その知的な成果を広く

社会と共有できるようにすることが社会的責任として

強く求められています。

大学の学術的活動とその成果を外部に提供し共有

することによって、経済や産業の活性化、文化などの

振興につながり、情報拠点として大学の存在感を高める

ことができます。

また大学は、研究の基礎となるあらゆる種類の学術

成果を安定的に確保し、利用に供するという役割も

担っています。

■近年、特に大学の教育研究活動の成果である学術

情報の収集、組織化、保存及び発信のための仕組みと

して、「学術機関リポジトリ※」が注目されています。　

※学術機関リポジトリの定義【クリフォード・リンチ（2003）】
大学とその構成員が創造したデジタル資料の管理や発信を行うために、
大学がそのコミュニティの構成員に提供する一連のサービス。

大学からの情報発信横断的検索機能の提供

機関リポジトリポータル機関リポジトリポータル

機関リポジトリ構築連携支援の3つの柱
●CSI委託事業（平成18年度～19年度）
 ・領域1（機関リポジトリ構築・運用）：57→70大学
 ・領域2（先端的研究・開発）：22→14プロジェクト

●システム連携事業
 ・メタデータスキーマjunii2の公開
 ・機関リポジトリポータルJuNii＋（試験公開版）の提供

●コミュニティ形成事業
 ・学術ポータル担当者研修、報告交流会、
  NIIオープンハウス・ワークショップの実施
 ・機関リポジトリコミュニティ
  活性化活動（DRF）の支援


